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が
、
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
り
ま
す
。
平
成
七
年
四
月

に
は
現
地
立
会
い
を
行
い
、
七
月

に
は
地
元
説
明
会
を
開
催
し
ご
理

解
い
た
だ
い
た
。
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
権
利

者
と
の
協
議
調
整
を
行
い
、
平
成

七
年
度
中
に
用
地
買
収
を
完
了
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

国
道
二
十
七
号
線
か
ら
の
乗
入

計
画
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
ま
す

の
は
、
多
田
地
係
か
ら
和
久
里
地

係
を
結
ぶ
市
道
的
場
線
の
改
良
工

事
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

Ｊ
Ｒ
小
浜
線
踏
切
拡
幅
問
題
も
あ

り
、
昨
年
か
ら
Ｊ
Ｒ
西
日
本
金
沢

支
社
と
協
議
中
で
あ
り
ま
す
が
、

で
き
る
だ
け
早
期
改
良
工
事
に
着

手
で
き
る
よ
う
県
当
局
に
も
当
た

つ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し

て
、
平
成
八
年
度
よ
り
始

ま
る
第
二
期
計
画
に
つ
い
て
の
見

通
し
に
つ
い
て
、
工
事
関
係
、
さ

ら
に
予
算
関
係
に
つ
い
て
、
本
市

の
財
政
に
今
後
ど
の
よ
う
な
影
響

が
出
て
く
る
の
か
お
尋
ね
し
た

い
。

平
成
四
年
度
に
策
定
し
た

基
本
構
想
に
沿

っ
て
第
二

期
事
業
と
し
て
城
内
地
係
か
ら
西

津
福
谷
地
係
ま
で
と
上
竹
原
、
府

中
を
含
む
和
久
里
、
木
崎
の

一
部

計
二
百
二
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
拡

張
し
、
平
成
八
年
度
着
手
、
平
成

十
四
年
度
完
成
目
標
で
あ
る
。

菅
渠
整
備
事
業

に
六
十
六
億

円
、
水
処
理
施
設
の
増
設
な
ど
で

三
十
二
億
円
、
計
九
十
八
億
円
が

見
込
ま
れ
る
。
国
庫
補
助
四
十

一

億
円
、
起
債
が
五
十
二
億
円
で
残

り
五
億
円
は
受
益
者
負
担
と

一
般

財
源
を
充
て
る
計
画
で
あ
る
。

次
に
工
事
関
係
に
つ
い
て
、
西

津
橋
、
大
手
橋
に
配
管
し
、
水
取

大
橋
が
で
き
ま
す
と
か
け
替
え
の

予
定
を
し
て
い
ま
す
。

水
取
大
橋
が
完
成
す
る
ま
で
は

西
津
橋
、
大
手
橋
の
歩
道
橋
に
仮

設
で
配
管
し
、
完
成
後
本
架
設
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
及
び
生
活
産

業
廃
棄
物
の
埋
立
て
場
の

延
命
策
並
び
に
公
害
防
止
に
大
き

な
効
果
を
発
揮
す
る
プ
ラ
ス
チ
ツ

ク
油
化
す
な
わ
ち
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
を
化
学
処
理
し
て
灯
油
に
戻

す
還
元
装
置
の
プ
ラ
ン
ト
導
入
に

つ
い
て
考
え
ら
れ
な
い
か
。

Ａ
Ａ

獅
陣
ば
瞬
ヴ
彬
難
勝
”
彩

造
実
験
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
油
化
プ

ラ
ン
ト
に
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

あ
る
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。
例
え

ば
精
製
油
に
す
る
た
め
の
廃
プ
ラ

ス
チ
ツ
ク
の
種
類
が
限
定
さ
れ
、

品
質
の
い
い
精
製
油
を
生
み
出
す

た
め
に
は
、
ま
ず
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
分
別
収
集
か
ら
始
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
精
製
油
の

使
途
の
問
題
や
プ
ラ
ン
ト
の
運
転

経
費
が
高
く
つ
く
な
ど
の
問
題
が

あ
り
、
本
市
と
し
て
は
す
ぐ
に
取

り
組
め
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
限
り
あ
る
資

源
の
中
で
人
類
社
会
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
近
い
将
来
廃
棄

物
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
中
で
プ
ラ
ス

チ
ツ
ク
の
油
化
対
策
を
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
、
不
登
校
の
子
ど
も

や
い
じ
め
に
遭

っ
て
い
る

子
ど
も
を
持
っ
て
い
ら
つ
し
や
る

ご
家
庭
は
大
変
な
青
労
を
さ
れ
て

お
り
、
単
に
個
人
の
問
題
だ
け
で

な
く
、
社
会
の
問
題
と
し
て
対
応

し
て
い
く
必
要
性
を
痛
感
し
て
い

″つ
。そ

こ
で
小
浜
市
の
小
学
校
、
中

学
校
に
お
け
る
不
登
校
児
童
と
い

じ
め
の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
、
根
絶
す
る
た
め
に
市
と
し
て

ど
の
よ
う
な
対
策
と
努
力
を
さ
れ

て
い
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

Ａ
〔

麟
モ
競
ル
毒
輔
現 ｔこ
移
”
蔽

査
で
は
三
十
日
以
上
の
不
登
校
の

児
童
、
生
徒
は
二
十

一
人
。
要
因

は
情
結
的
な
混
乱
に
よ
つ
て
登
校

し
な
い
子
や
学
校
に
行
く
意
義
を

認
め
な
い
と
い
う
意
図
的
な
形
な

ど
が
あ
る
。

こ
の
対
策
と
し
て
学
校
を
あ
げ

て
、
電
話
で
の
呼
び
か
け
や
家
庭

訪
問
を
し
て
、
児
童
及
び
保
護
者

と
の
話
含
い
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等

専
門
の
先
生
の
指
導
な
ど
き
め
細

か
に
対
応
し
て
い
る
。

い
じ
め
の
実
態
に
つ
い
て
は
、

二
小
学
校
で
四
件
あ
っ
た
。

内
容
は
、
さ
さ
い
な
こ
と
と
問

い
て
い
ま
す
が
、
担
任
を
中
心
に

個
別
指
導
、
教
育
相
談
、
学
級
で

の
話
し
合
い
、
さ
ら
に
児
童
と
保

護
者
で
話
し
含
い
を
実
施
し
て
お

互
い
の
気
持
ち
を
理
解
し
含
う
よ

う
に
し
て
解
決
い
た
し
ま
し
た
。

観
光
行
政
と
市
街
地
活
性

化
対
策
と
の
一
帯
感
に
つ

い
て
、
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
素

材
の

一
つ
で
も
あ
る
市
街
地
の
た

た
ず
ま

い
は
大
き
な
関
連
が
あ

る
。
し
か
し
現
状
に
お
い
て
空
き

店
舗
、後
継
者
問
題
な
ど
が
あ
り
、

こ
の
現
状
を
踏
ま
え
た
市
街
地
活

性
化
対
策
と
し
て
実
施
し
て
お
ら

れ
る
点
、
ま
た
、
今
後
の
対
策
と

し
て
考
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
お

問
か
せ
願
い
た
い
。

Ａ
〔

晰
輔
刈
輔
鵬
軸
朝
麟
は
カ

フ
ト
事
業
と
し
て
商
店
街
活
性
化

ビ
ジ
ヨ
ン
の
作
成
、
ハ
ー
ド
事
業

と
し
て
白
髪
地
区
再
開
発
事
業
の

完
了
等
商
店
街
の
整
備
を
行

っ
て

き
た
が
、
課
題
解
消
と
ま
で
は
至

っ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
の
具
対
策
と
し
て
は
、
市

の
制
度
事
業
の
充
実
、
商
工
会
議

所
と
の
連
携
を
密

に
解
決
を
図

り
、
さ
ら
に
、
商
店
街
活
性
化
対

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
若
狭
小
浜

二
十

一
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
計
画
を
も

と
に
実
行
し
て
い
る
。
空
き
店
舗

対
策
を
含
め
集
客
力
の
あ
る
商
店

街
を
目
指
し
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
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月
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日
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月
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日

高
知
県
須
崎
市
議
会
　
　
　
８
人

東
京
都
秋
川
市
議
会
　
　
　
５
人

島
根
県
西
郷
町
議
会
　
　
　
６
人

栃
木
県
佐
野
市
議
会
　
　
　
８
人

北
海
道
岩
見
沢
市
議
会
　
　
１４
人

東
京
都
東
村
山
市
議
会
　
　
１４
人

大
阪
府
吹
田
市
議
会
　
　
　
１
人

長
崎
県
松
浦
市
議
会
　
　
　
７
人

神
奈
川
県
伊
勢
原
市
議
会

　

９
人

千
菜
県
Ａ
日
市
場
市
議
会

　

７
人

東
京
都
羽
村
市
議
会
　
　
　
＝
人

佐
賀
県
鹿
島
市
議
会
　
　
　
７
人

兵
庫
県
相
生
市
議
会
　
　
　
９
人

北
海
道
砂
川
市
議
会
　
　
　
２
人

愛
媛
県
宇
和
島
市
議
会
　
　
１３
人

鹿
児
島
県
垂
水
市
議
会
　
　
９
人

高
知
県
安
芸
市
議
会
　
　
　
＝
人

《総
務
常
任
委
員
会
》

８
月
３
日
肉
～
５
日
働

・
福
島
県
白
河
市

西
白
河
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
学
校
施
設
　
屋
上
プ
ー
ル
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に
つ
い
て

●
山
形
県
天
童
市

地
場
産
業
復
興
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に
つ
い
て

・
宮
城
県
塩
竃
市

塩
電
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に
つ
い
て

《建
設
常
任
委
員
会
》

７
月
２６
日
的
～
２９
日
働

・
北
海
道
北
見
市

公
共
下
水
道
事
業

（普
及
、
管
理
シ
ス

テ
ム
）
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
銀
河
鉄
道
に
つ
い
て

・
北
海
道
赤
平
市

市
営
住
宅
管
理
に
つ
い
て

（ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

住
宅
）

《
産
業
経
済
常
任
委
員
会
》

８
月
２
日
側
～
５
日
働

・
青
森
県
黒
石
市

バ
イ
オ
技
術
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

観
光
振
興
計
画
に
つ
い
て

第
２
農
工
回
地
に
つ
い
て

働
市
農
業
開
発
公
社
に
つ
い
て

・
岩
手
県
花
巻
市

バ
イ
オ
関
連
技
術
の
導
入
に
よ
る
高
品

質
、
大
量
、
安
定
的
な
農
業
生
産
の
展

開
に
つ
い
て

企
業
誘
致
の
促
進
に
つ
い
て

魅
力
あ
る
商
店
街
の
形
成
に
つ
い
て

《教
育
民
生
常
任
委
員
会
》

９
月
２６
日
側
～
２８
日
困

●
岡
山
県
井
原
市

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

ボ
カ
シ
処
理
及
び
市
民
農
国
に
よ
る
生

ご
み
湖
豊
に
つ
い
て

●
山

口
県
山
田
市

山
口
南
総
合
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

ク
リ
エ
ー
テ
イ
ブ
ス
ペ
ー
ス
赤
れ
ん
が

に
つ
い
て

（ふ
る
さ
と
創
生
事
業
）

・
島
根
県
津
和
野
町

環
境
保
全
条
例
に
つ
い
て

《福
祉
対
策
委
員
会
》

１０
月
３‐
国
四
～
＝
月
１
日
側

・
兵
庫
県
五
色
町

健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

健
康
づ
く
り
　
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
利
用
し
た
在
宅
介
護
支
援

に
つ
い
て

一
兵
庫
県
洲
本
市

福
社
会
館
に
つ
い
て
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八
月
十
七
日
の
中
国
の
地
下
核
実

験
に
続
き
、
フ
ラ
ン
ス
は
九
月
六
日

に
、
国
際
世
論
の
反
対
を
無
視
し
、

南
太
平
洋
ム
ル
ロ
ア
環
礁
で
核
実
験

を
再
開
し
た
。

両
国
の
核
実
験
の
再
開
は
、
そ
れ

が
い
か
な
る
理
由
に
基
づ
こ
う
と
も
、

い
か
な
る
条
件
が
付
さ
れ
よ
う
と
も
、

地
球
環
境
と
生
態
系
を
破
壊
し
、
人

類
の
生
存
を
脅
か
す
行
為
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
両
国
の
核
実
験
は
、
核

兵
器
廃
絶
を
求
め
て
い
る
国
際
世
論

に
逆
行
し
、
「包
括
的
核
実
験
禁
止
条

約
」
の
締
結
と
い
う
新
た
な
国
際
核

秩
序
の
成
立
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
で
あ
る
。

わ
が
国
が
世
界
唯

一
の
被
爆
日
で

あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
ま
た
、
「非

核
平
和
都
市
宣
言
」
を
行

っ
た
当
市

議
会
と
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
い

か
な
る
核
実
験
に
も
反
対
す
る
も
の

で
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
両
国
政
府
に

対
し
、
核
実
験
即
時
中
止
を
求
め
る

と
と
も
に
、
今
後
あ
ら
ゆ
る
国
の
核

実
験
に
反
対
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提

出
す
る
。

平
成
七
年
九
月
十
二
日

小

浜

市

議

会

わ
が
国
の
農
業
は
、
食
糧
自
給
率

の
低
下
、
農
業
労
働
者
の
大
幅
な
減

少
と
高
齢
化
の
進
行
、
新
規
就
業
者

の
極
端
な
減
少
、
農
山
村
に
お
け
る

過
疎
化
の
進
行
、
農
業
農
村
の
持
つ

多
面
的
な
機
能
の
発
揮
に
対
す
る
国

民
の
要
請
は
極
め
て
大
き
な
課
題
を

抱
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
農
業
農
村
情
勢
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
、
本
市
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
農
業
生
産
基
盤
を
整

備
し
、
農
業
の
低
コ
ス
ト
化
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
農
村
と
都
市
と
の

均
衡
あ
る
生
活
基
盤
の
整
備
を
図
る

た
め
、
各
種
施
策
を
進
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ

ウ
ン
ド
農
業
合
意
後
農
業
農
村
を
取

り
巻
く
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
お

り
、
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、

新
政
策
に
即
し
た
効
率
的

・
安
定
的

な
経
営
体
の
育
成

・
地
域
の
特
性
を

活
か
し
た
農
村
環
境
の
整
備
に
よ
り
、

快
適
で
活
力
あ
る
農
村
を
建
設
す
る

必
要
が
あ
る
。

ま

っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

下
記
事
項
に
つ
い
・て
格
別
の
配
慮
を

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

記

一
、
調
和
と
た
く
ま
し
さ
の
あ
る
農

業
及
び
快
適
で
ふ
れ
あ
い
の
あ
る

農
村
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
八

年
度
の
農
業
農
村
整
備
の
予
算
枠

を
拡
大
す
る
こ
と
。

二
、
中
山
間
地
域
な
ど
不
利
な
地
域

に
お
け
る
圃
場
整
備
、
中
山
問
絡

含
整
備
等
に
つ
い
て
は
、
自
然
や

国
土
保
全
の
公
益
的
機
能
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
を
助
案
し
、
地
元

負
担
の
軽
減
を
講
す
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提

出
す
る
。

平
成
七
年
九
月
二
十
二
日

小

浜

市

議

会

治
水
事
業
は
、
水
害
、
土
砂
災
害
、

渇
水
被
害
な
ど
か
ら
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
り
、
活
力
あ
る
経
済
社
会

と
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
を
創
造

す
る
た
め
、
生
活
基
盤
の
中
で
も
最

も
優
先
的
に
実
施
す
べ
き
根
幹
的
事

業
で
あ
り
、
緊
急
か
つ
計
画
的
に
整

備
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
河
川
、
ダ
ム
、

砂
防
施
設
の
整
備
状
況
は
、
い
ま
だ

に
万
全
な
も
の
と
は
言
え
ず
、
台
風

や
集
中
豪
雨
な
ど
の
た
び
に
市
内
各

地
で
被
害
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
対

策
が
急
が
れ
る
と
と
も
に
、
昨
夏
の

深
刻
な
渇
水
状
況
を
踏
ま
え
た
緊
急

な
水
資
源
対
策
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

ま
た
、
国
上
の
均
衡
あ
る
発
展
を

図
る
た
め
、
地
域
活
性
化

へ
の
対
応

と
し
て
水
と
緑
豊
か
な
地
域
づ
く
り

を
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

更
に
、
阪
神
大
震
災
を
教
訓
に
、

河
川
施
設
の
補
強
改
善
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
つ
て
い
る
。

よ

っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

平
成
八
年
度
予
算
の
編
成
に
当
り
、

下
記
事
項
に
つ
い
て
、
特
段
の
配
慮

を
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

記

一
、
第
八
次
治
水
事
業
五
箇
年
計
画

に
基
づ
い
た
事
業
の
強
力
な
推
進

を
図
る
こ
と
。

二
、
平
成
八
年
度
治
水
事
業
予
算
の

大
幅
な
確
保
と
地
方
へ
の
重
点
配

分
を
行
う
こ
と
。

三
、
平
成
八
年
度
砂
防
事
業
予
算
の
に

大
幅
な
確
保
を
図
る
こ
と
。

四
、
平
成
八
年
度
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
事
業
予
算
の
大
幅
な
確
保
を
図

ｚ
つ
こ

Ｌ
し
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提

出
す
る
。

平
成
七
年
九
月
二
十
二
日

小

浜

市

議

会

す
べ
て
の
勤
労
者
は
文
化
的
生
活

が
保
障
さ
れ
、
勤
労
、
納
税
、
教
育

な
ど
の
平
等
の
原
則
が
貫
か
れ
、
そ

の
も
と
で
快
適
な
生
活
設
計
が
営
ま

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
公
務
員
労
働
者
の
賃
金

決
定
は
、
そ
の
法
的
手
続
の
遅
れ
に

よ
り
、
民
間
労
働
者
に
比
べ
非
常
に

遅
く
な
つ
て
い
る
。
こ
の
事
は
、
公

務
員
労
働
者
の
み
な
ら
ず
人
事
院
勧

告
運
動
の
賃
金
決
定
方
式
を
持
つ
民

問
の
教
育

・
医
療

・
福
祉
な
ど
の
職

場
で
働
く
者
や
、
公
社

，
公
団
な
ど

自
治
体
関
連
団
体
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
、
内
需
拡
大
な
ど
の
多
面
的
な
相

乗
効
果
、
公
務
員
労
働
者
の
勤
労
意

欲
の
向
上
な
ど
、
多
方
面
に
与
え
る

影
響
は
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

公
務
員
労
働
者
の
賃
金
決
定
が
、

民
間
労
働
者
よ
り
大
き
く
遅
れ
る
こ

と
は
極
め
て
不
自
然
で
あ
り
、
人
事

院
の
早
期
勧
告
、
早
期
精
算
な
ど
公

務
員
労
働
者
の
新
賃
金
決
定
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
で
あ
ら
ゆ
る
努
力
を

図
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提

出
す
る
。

平
成
七
年
九
月
二
十
二
日

小

浜

市

議

会


